
地域医療研修会 

  下関 地域抗菌薬セミナー 

考えてみよう、感染症の診断治療プロセス 

 

近年、耐性菌が世界的に大きな問題となっており、WHOも耐性菌蔓延の状況について全

世界に警鐘を鳴らしています。こういった耐性菌の広がりに対し、新規抗菌薬の開発は世

界的に停滞しており、治療選択肢が非常に少なく，危機的な状況です。 

このような状況の中、抗菌薬の適正使用への取り組みがより一層重要視され、わが国で

も国を挙げて対策に乗り出し、個々の医療機関でも抗菌薬の適正使用についての積極的な

取り組みが求められております。 

抗菌薬が適正に使用されるためには、まず診断をしっかりつけること、治療方針をたて

ることがとても重要になります。 

そこで今回は、実際に経験した症例を用いて Q＆A 方式で皆さんと診断治療プロセスを

考えてみる機会を設けたいと考え、セミナーを計画いたしました。ざっくばらんにお話の

出来るセミナーにしたいと考えております。 

ご不明な点、お問い合わせなどございましたら、下記までご連絡下さい。 

お忙しい中とは存じますが、ふるってご参加いただけますよう、何卒よろしくお願い申

し上げます。 

 

日時：平成 29（2017）年 12 月 13 日（水） 

時間：18：00～20：00  

＊途中、10分ほどの休憩時間をはさみます 

場所：下関市立市民病院 2F 講堂（手前） 

 

 ＜プログラム(予定)＞ 

18：00-19：00  症例提示（内科 原田） 

19：10-19：20  抗菌薬の基本復習（内科 原田） 

19：20-19：30  細菌検査の up to date（菊池技師） 

19：30-19：40  新規抗菌薬について（植野薬剤師） 

19：40-20：00  質疑応答・意見交換など 

                      

主催：下関市立市民病院 

＜連絡先＞ 

                      下関市立市民病院（代表）083-231-4111  

                           内  科  原田由紀子 

 

日本医師会生涯教育制度 ： CC 8 感染対策 １単位 

                   CC15 臨床問題解決プロセス １単位 


